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廃
材
を
再
不J
用

日 本 工 業 経 済 新 聞

笠
問
焼
く
ず
で
舗
装

関
東
道
路

関
東
道
路

（
武
議
正
浩
代

表
取
締
役
、
筑
西
市
下
川
島
）

は
、
国
内
初
と
な
る
笠
間
焼
の

陶
磁
器
く
ず
を
利
用
し
た
歩
道

舗
装
工
事
を
笠
間
市
の
笠
間
工

芸
の
丘
で
実
施
し
た
。

同
市
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る

笠
間
院
で
は
、
年
間
約
４
～
５

ｔ
程
度
の
陶
磁
器
く
ず
が
発
生

し
、
、こ
れ
ま
で
最
終
処
分
場

へ

持
ち
込
ん
で
処
理
を
行

っ
て
い

た
。
環
境
都
市

（ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン

・
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
）
の

一
環

と
し
て
市
が
陶
磁
器
く
ず
の
活

用
方
法
を
模
索
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
同
社
が
歩
道
舗
装

へ
の
活

用
を
提
案
。
約
８
０
０
ｋｇ
の
陶

磁
器
く
ず
を
脅
材
と
し
て
使
用

し
、
笠
間
工
芸
の
丘
脇
の
歩
道

６０
だ

へ
舗
装
を
行

っ
た
。

陶
磁
器
く
ず
は
、
笠
間
院
協

同
組
合
か
ら
回
収
し
て
同
社
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
に
持
ち
込

み
、
破
砕
し
て
粒
度
を
調
整
。

現
場
で
樹
脂
等
と
混
合
し
、
敷

再利用される笠間焼陶器くず

き
均
す
。
今
回

は
、

延

長

３７

Ｒ

ｌ

．
６５
ｍ

の
歩
道
で
、
透

水
性
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
ｔ
５

ｃｍ
の

上
に
、
陶
磁
器
く
ず
舗
装
ｔ
２

ｃｍ
を
施
工
し
た
。

今
後
は
、
施
工
結
果
を
も
と

に
強
度
や
耐
久
性
、
最
適
な
粒

度
、
配
合
量
な
ど
を
検
証
し
て

い
く
。

関
東
道
路
の
武
藤
社
長
は
、

「た
だ
埋
め
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
と
と
も
に
陶
磁
器
の
町
の
資

材
と
し
て
利
用
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
、
今
後
、
活
用
を
広
げ

て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

笠
間
市
環
境
政
策
課
脱
炭
素

推
進
室
の
清
水
和
晃
係
長
は
、

「も
と
も
と
陶
磁
器
で
あ
り
色

味
も
良
い
。
地
域
資
源
と
し
て

生
か
す
こ
と
で
、
最
終
処
分
場

へ
の
埋
め
立
て
量
の
削
減
に
も

つ
な
が
れ
ば
」
と
話
し
た
。

歩道舗装を敷き均し


